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命　3m．風iLにおける分∫J式験（甜空研究所において〕

ロケットが発射されるまでには地味な多くの試

験が繰返される．

ここに掲けた風洞による試験もその一つで、安

定に飛しょうするロケットを設計するには欠く

ことのできないものである．
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カッパIV型1号機・ランチャー　◇

昭和32年9月20日飛しょう
宇宙線計測器塔載

◇　ランチャー上のカッパ150－T機

　　　昭和33年4月24日　飛しょう

毒繕

ボi∴・1「　．・

写真は，昭和32年9月から，同33年
ったうちから選んだもので，その間実験を

　　　　　　　カツパ122・AT型，カツパ

くト　カッパ122－S型機

　　昭和32年12月13日
　　昭和33年2月10H

　一
母灘、

1号機飛しょう

2号機飛しょう
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4月までに秋田実験場において飛しょう実験を行

行った機種は，力・ソバIV型，力・ソバ122・S型，

150・S型，T型，カッパV型の各種である。

ヵッパV型1号機およびランチャー　　◇

　昭和33年4月29日　飛しょう
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合　温度計，加速度計の取付 令歪計の調整

◇　 ランチャー上のL22AT

　　1号機

カッパV型ロケ

ットのラン千ヤ

ーセ・ソティング．

穿

力．．’ハ・〆イン

・ロケ．ttトul）振

動測定

◇　〆イン・ロケ7トの調整
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